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第
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ハ
\
中
「
離
島
振
興
法
」
の
下
に「（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）」を
加
え
、

同
項
第
二
号
中
「
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
」
の
下
に「（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
）」を
加
え
、同
条
第
四
項
中「
奄

美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
」
の
下
に「（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）」を
加
え
、
同
条
第
五
項
第
二
号

中
「
製
造
の
事
業
、
旅
館
業
及
び
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
業
」
を
「
次
に
掲
げ
る
事
業
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。イ

製
造
の
事
業

ロ

旅
館
業

ハ

商
品
又
は
役
務
に
関
す
る
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
業
務
に
係
る
も
の
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
事
業

第
六
条
の
三
第
七
項
第
一
号
中
「
及
び
第
五
号
」
を
「
か
ら
第
六
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。六

第
五
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
事
業

そ
の
用
に
供
す
る
機
械
及
び
装
置
並
び
に
建
物
及
び
そ
の
附
属
設
備

（
工
場
用
建
物
等
を
除
く
。）

第
六
条
の
六
第
五
項
中
「
従
業
員
」
の
下
に
「
の
数
」
を
加
え
、「
第
四
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
三
条
第
三

項
」
に
改
め
、「
短
時
間
労
働
者
（
」
の
下
に
「
以
下
こ
の
項
及
び
」
を
加
え
、「
を
除
く
。）の
総
数
」
を
「
に
あ
つ
て

は
、
当
該
短
時
間
労
働
者
の
数
に
財
務
省
令
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
数
）
を
合
計
し
た
数
」
に
改
め
、
同
条

第
六
項
中
「
第
四
号
」
を
「
第
三
号
及
び
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
を

同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

法
第
十
三
条
第
五
項
第
三
号
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
又
は
知
的
障
害
者
で
あ
る
短
時
間
労
働
者

第
六
条
の
七
第
一
項
第
五
号
イ
中
「
障
害
者
数
（
」
を
削
り
、「
第
七
十
二
条
の
二
」
を
「
第
六
十
九
条
」
に
、「
数

を
い
う
」
を
「
数
（
短
時
間
労
働
者
（
同
法
第
四
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
短
時
間
労
働
者
を
い
う
。
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
同
じ
。）に
あ
つ
て
は
、
当
該
短
時
間
労
働
者
の
数
に
財
務
省
令
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
数
」に
、

「
同
じ
。）が
」
を「「
障
害
者
数
」
と
い
う
。）が
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
労
働
者
の
総
数
」
を
「
労
働
者
の
数
（
短

時
間
労
働
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
短
時
間
労
働
者
の
数
に
財
務
省
令
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
数
）
を
合
計
し

た
数
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
労
働
者
の
数
」
の
下
に「（
短
時
間
労
働
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
短
時
間
労
働
者
の
数

に
財
務
省
令
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
数
）」を
加
え
る
。

第
七
条
の
見
出
し
を「（
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
の
割
増
償
却
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二

項
中
「
第
十
四
条
第
二
項
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
係
る
各
独
立
部
分
」
の
下
に「（
構
造
上
区
分
さ
れ

た
数
個
の
部
分
の
各
部
分
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条

第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
第
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
に
該
当
す
る
も
の

と
し
て
同
項
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
七
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
七
の
三

削
除

第
二
十
五
条
の
七
の
五
第
八
項
中
「
代
替
資
産
等
」
の
下
に「（
交
換
に
よ
り
取
得
し
た
も
の
を
除
く
。）」を
加
え
、

「
、
法
第
三
十
六
条
の
五
に
規
定
す
る
交
換
取
得
資
産
」、「
、
法
第
三
十
七
条
の
四
に
規
定
す
る
交
換
取
得
資
産
」

及
び
「
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
交
換
取
得
資
産
、
法
第
三
十
七
条
の
六
第
四
項
に
規
定
す
る
交
換
取
得
資
産
」

を
削
り
、「
交
換
取
得
宅
地
若
し
く
は
譲
受
け
宅
地
、」を
「
譲
受
け
宅
地
又
は
」
に
改
め
、「
交
換
取
得
土
地
建
物
等
若

し
く
は
」
及
び
「
、
法
第
三
十
七
条
の
九
の
三
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
三
十
七
条
の
九
第
一
項
に

規
定
す
る
交
換
取
得
用
地
又
は
法
第
三
十
七
条
の
九
の
四
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
三
十
七
条
の
九

第
一
項
に
規
定
す
る
交
換
取
得
資
産
」
を
削
る
。

第
二
十
五
条
の
八
第
六
項
第
二
号
中
「
同
号
に
規
定
す
る
分
割
法
人
」
を
「
分
割
法
人
（
法
人
税
法
第
二
条
第
十

二
号
の
二
に
規
定
す
る
分
割
法
人
を
い
い
、
信
託
の
分
割
に
よ
り
そ
の
信
託
財
産
の
一
部
を
受
託
者
を
同
一
と
す
る

他
の
信
託
又
は
新
た
な
信
託
の
信
託
財
産
と
し
て
移
転
す
る
法
人
課
税
信
託
に
係
る
所
得
税
法
第
六
条
の
三
に
規
定

す
る
受
託
法
人
を
含
む
。）」
に
、「
さ
れ
た
同
号
」
を
「
さ
れ
た
同
項
第
二
号
」
に
改
め
、同
条
第
八
項
第
一
号
中「
金

融
商
品
取
引
所
」
の
下
に「（
次
項
に
お
い
て
「
金
融
商
品
取
引
所
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二

十
五
条
の
十
第
二
項
及
び
」
を
削
り
、
同
条
第
十
五
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、
同
条
第
十
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で

を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
九
項
中「「
公
募
公
社
債
等
運
用
投
資
信
託
」」を「「
除
く
。）又
は
」」に
、「
公
募
公
社

債
等
運
用
投
資
信
託
並
び
に
」
を
「
除
く
。）で
」
に
、「
公
募
株
式
等
証
券
投
資
信
託
」」を
「
公
募
株
式
等
証
券
投
資

信
託
等
以
外
の
も
の
又
は
」
と
、「（
以
下
」
と
あ
る
の
は
「
で
同
号
に
規
定
す
る
公
募
株
式
等
証
券
投
資
信
託
等
以

外
の
も
の
（
以
下
」」に
、「
第
二
十
五
条
の
八
第
九
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
八
第
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

９

法
第
三
十
七
条
の
十
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
と
す
る
。

一

そ
の
特
定
受
益
証
券
発
行
信
託
の
受
益
権
が
金
融
商
品
取
引
所
に
上
場
さ
れ
て
い
る
こ
と
又
は
上
場
さ
れ
て

い
た
こ
と
。

二

そ
の
特
定
受
益
証
券
発
行
信
託
の
信
託
法
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
信
託
契
約
に
、
す
べ
て
の
金
融
商
品

取
引
所
に
お
い
て
当
該
特
定
受
益
証
券
発
行
信
託
の
受
益
権
の
上
場
が
廃
止
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
廃
止
さ

れ
た
日
に
当
該
特
定
受
益
証
券
発
行
信
託
を
終
了
す
る
た
め
の
手
続
を
開
始
す
る
旨
の
定
め
が
あ
る
こ
と
。

第
七
条
の
二
第
二
項
中
「
建
築
基
準
法
」
の
下
に「（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）」を
加
え
る
。

第
十
条
第
一
号
中
「
、
第
五
項
、
第
七
項
、
第
九
項
、
第
十
一
項
又
は
第
十
三
項
」
及
び
「
、
第
十
二
条
（
第
一

項
の
表
の
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
十
三
条
の
三
（
第
一
項
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
十
四
条

（
第
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
十
四
条
の
二
又
は
第
十
五
条
」
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
附
則
第
十
八
条

第
七
項
、
第
九
項
、
第
十
一
項
」
を
「
附
則
第
十
八
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、「
第
十
三
条
の
二
（
第
一
項
第
一
号
に

係
る
部
分
に
限
る
。）、
第
十
三
条
の
三
（
第
一
項
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

六

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
六
号
）
附
則
第
五
十
七
条
第
五
項
の
規
定

に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法

第
十
四
条
（
第
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定

第
十
九
条
第
九
項
第
一
号
中
「
、
独
立
行
政
法
人
空
港
周
辺
整
備
機
構
」
を
削
る
。

第
十
九
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
二

削
除

第
十
九
条
の
三
第
十
一
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
中
「
第
二
十
五
条
の
八
第
十

一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
八
第
十
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
二
第
二
項
第
一
号
中
「
、
独
立
行
政
法
人
空
港
周
辺
整
備
機
構
」
を
削
り
、
同
項
第
五
号
中
「
中
心

市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
」
の
下
に「（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
二
号
）」を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
の
八
第
十
二
項
中
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
七
号
」
を
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
六
号
」

に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
中
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
八
号
」
を
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
七
号
」
に
改

め
、
同
条
第
十
四
項
中
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
九
号
」
を
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
八
号
」
に
改
め
、

同
条
第
十
五
項
中
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
十
号
」
を
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
条

第
十
六
項
中
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
十
一
号
」
を
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
十
号
」
に
改
め
、
同
条
第

十
七
項
中
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
十
一
号
の
二
」
を
「
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
第
十
一
号
」
に
改
め
、
同

条
第
二
十
七
項
中
「
同
項
第
九
号
」
を
「
同
項
第
八
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
二
第
三
項
第
一
号
中
「
第
八
項
、
第
十
項
及
び
第
十
一
項
」
を
「
第
十
項
、
第
十
二
項
及
び
第
十

三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
。
以
下
こ
の
条
」
を
「
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
十
一
項
」
に
、「
し
た
同
項
」
を

「
し
た
同
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、

同
条
第
九
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
三
十
六
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
三
十
六
条
の
二
第
五

項
」
に
、「
同
条
第
五
項
」
を
「
同
条
第
七
項
」
に
、「
第
三
十
六
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
三
十
六
条
の
二
第
六
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
七
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

８

法
第
三
十
六
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
譲
渡
は
、
次
に
掲
げ
る
譲
渡
と
す
る
。

一

法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
収
用
交
換
等
に
よ
る
譲
渡

二

法
第
三
十
四
条
第
一
項
又
は
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
譲
渡

９

法
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
譲
渡
資
産
の
譲
渡
を
し
た
個
人
が
、
当
該
譲
渡
を
し
た
日
の
属
す
る

年
、
そ
の
年
の
前
年
若
し
く
は
前
々
年
又
は
そ
の
年
の
翌
年
若
し
く
は
翌
々
年
に
当
該
譲
渡
資
産
と
一
体
と
し
て

当
該
個
人
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
家
屋
又
は
土
地
若
し
く
は
土
地
の
上
に
存
す
る
権
利
の
譲
渡
を
し
た
場

合
に
お
い
て
、
当
該
譲
渡
が
贈
与
（
著
し
く
低
い
価
額
の
対
価
に
よ
る
譲
渡
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を

含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
贈
与
の
時
に
お
け
る
価
額
に
相
当
す
る
金
額
を
も
つ
て
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
譲

渡
に
係
る
対
価
の
額
と
す
る
。
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